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案浦　秀 様
池田　加奈子 様
梅﨑　和子 様
金子　ちひろ 様
川原　ゆり 様
倉住　翔太 様
近藤　睦美 様
志水　武 様
竹田　恵子 様

田中　之典 様
中島　東司惠 様
広政　恵子 様 
藤岡　宏之 様
松下　朋史 様
松田　潤嗣 様
宮本　和史 様
矢野　守 様
吉永　利春 様

　令和６年１月１日に発生した能登半島地震の被災者の皆さまに対し、心よりお見舞い申し上げます。
　福岡市社協では、被災地の復興を支援するため、珠洲市災害ボランティアセンター等への職員派遣を
行なっています。
　珠洲市災害ボランティアセンターには、被災された方からの様々なご相談の声が寄せられていま
す。一方、ボランティアバスを利用して多くのボランティアが集まり、瓦礫の撤去や家財の運び出し
等の活動に参加されました。
　本会の派遣された職員は、ボランティアに対しては活動中の注意点の説明や活動先の調整をし、
被災者に対しては事前に電話等で聞き取った依頼内容に対して現地調査を行ないました。調査では、
ボランティアや資材の必要数を確認するとともに、依頼内容以外にも困りごとがないか、遠慮して
相談できていないことがないか等、珠洲市社協が目指す「一歩踏み込んだ支援」を心がけ活動しました。
　現地調査の中で被災者の方から「倒壊家屋の屋根の上を避けながら避難するのは想定外だった
が、避難訓練をしていたことで、いざという時の避難経路確認に役に立った」との声を聞きました。
平常時の避難訓練等の備えの大切さを改めて考えさせられました。

ご利用
ください

本紙「ふくしのまち福岡」は、本会ホームページ（https://fukuoka-shakyo.or.jp）で公開しています。
また、朗読CDも配布しております。お気軽にお問合せください。

（このほか、匿名等で多くのご寄付をいただきました）

本会がお預かりした寄付金は、寄付者のご希望に基づき、本会事業の推進等に大切に使わせていただきます。

個　人
一般財団法人九州郵便局長協会 様
一般社団法人えにしの会 様※
株式会社大原キャリアスタッフ九州 様※
株式会社QTnet 様※
株式会社マルジュン 様
笹丘校区社会福祉協議会 様　
宗教法人真如苑 様

宗教法人清法山徳純院 様※
翼　行政書士・社会福祉士事務所 様※
日蓮宗　本興寺 様
日産化学株式会社 福岡オフィス 様
福岡ひびき信用金庫イングスクラブ 様

団　体
寄付者（令和５年1２月～令和６年5月）（五十音順） ※「寄付つき商品事業」覚書締結企業 様

シニアの社会参加をポイント制で後押しする「介護支援ボランティア事業」では、
ボランティア活動でたまったポイント数の活用方法として、「奨励金（現金）」か
「市社協への寄付」のいずれかを選択できます。 令和 5 年度は 83 名の方が本会へ
ご寄付くださいました。

～介護支援ボランティア事業～

赤い羽根
共同募金会から
配分を受けました

　共同募金会から令和６年度
事業費として57,491,100円の
配分金を受けました。
　このうち、51,043,300円
は、市内の校区社会福祉協議会
の活動費として、他は市・区社
会福祉協議会の事業費として大
切に活用させていただきます。

職員応援派遣による災害ボランティアセンター運営支援
（能登半島地震）

▲ボランティア依頼者宅での聞き取りの様子

▲ボランティアの活動調整の打合せ

　令和６年４月22日に、福岡市で介護福祉タクシーを
利用した介護付き旅行
を 行 な う 合 同 会 社
Trave lca reふくおか
様と寄付つき商品(「介
護付き旅行プラン」の売
り上げの一部を寄付)の
覚書調印式を行ないま
した。 社会福祉

法 人福岡市社会福祉協議会
751－1121 FAX 751－1509

〒810-0062　福岡市中央区荒戸3－3－39
福岡市市民福祉プラザ４階
URL  https://fukuoka-shakyo.or.jp

Eメール  sohmu@fukuoka-shakyo.or.jp
P4 この広報紙は共同募金配分金及び賛助会費を主な財源として作成しております。

 【お問合せ】 ボランティアセンター　☎ 713－0777

ご寄付ありがとうございました

合同会社 Travelcare ふくおか様と
寄付つき商品の覚書を締結しました



注 目 の1冊

（1） ふれあいネットワークによる平常時の見守りと災害時の避
難支援との連動の強化

　　　一人暮らしの高齢者など、支援を必要とする人々が地域で孤立せ
ず、安心して暮らすことができるよう、地域住民や関係団体が連携
して、日常的な見守りなどの支援体制づくりに取り組む「ふれあい
ネットワーク活動」の更なる拡充に向け、見守りマップの作成支援
等を通じ平常時の見守り活動を可視化し、災害時の避難誘導等の仕
組みとの連動を図る取組みを進めました。

（2） ふれあいサロンをはじめとする居場所づくりの強化
（3） 「校区福祉のまちづくりプラン」策定の推進
（4） 小地域での生活支援ボランティア活動の推進
（5） 多様な主体との連携・協働の推進

（1） ボランティアの参加や裾野の拡充
（2） 分野を超えた様々な人・団体等と協力した活動や連携モデ

ルの開発
（3） 新たな社会課題への対応と課題解決力の向上
（4） 災害時のボランティアや支援活動を円滑に進めるための

日頃からの備え

（1） 地域の子どもプロジェクト
（2） 買い物支援
（3） 「終活」支援
（4） 社会福祉法人等とのさらなる連携・協働
（5） 食を通じた居場所づくり・多世代交流モデル事業
（6） コロナ禍を乗り越え、地域共生社会の実現を目指す実証実験
（7） 「ファンドレイジング」を組み込んだ社会課題解決の仕組み

づくり
　　

（1） 持続可能な日常生活自立支援事業の実施
（2） 権利擁護支援の地域連携ネットワーク強化と成年後見制度

の利用促進
（3） 法人後見事業の推進と市民後見の充実
　　　「福岡市市民後見人養成研修」を実施し、新たな市民後見人候補者

を養成しました。令和５年度は、新たに４人が市民後見人として個
人選任されました。

（4） 信託制度を活用した新たな権利擁護の仕組みづくりの検討
　　

（1） 「住まい・まちづくりセンター」の運営
（2） 「住まいサポートふくおか」による住替え支援の実施
（3） 居住支援法人事業の実施
（4） 制度の狭間を埋める社協ならではの分野横断的な役割の

実践
（5） 空家を福祉活用する「社会貢献型空家バンク」
　　

（1） 個人情報の保護と活用
（2） 福祉教育の推進
　　

（1） 困難を抱えた人に寄り添いエンパワメントできる専門性を
持つＣＳＷの育成

（2） 様々な生きづらさや共通の問題を持つ方々が自主的につな
がり、相互に援助し合うセルフヘルプ（自助）グループへの
支援

（3） 多様な相談機関・専門職等との連携強化
　　　個別支援型のＣＳＷ（地域共生推進員）を３人から７人に増員し、

全区において、制度の狭間の課題を抱えたケースや、地域で孤立し
支援が届いていないケースを把握している民生委員からの相談を
受け、相談機関や地域資源等と連携しながら、伴走型の支援を行な
いました。

（4） アウトリーチによる相談支援に対応できるＣＳＷの人材
配置

　加速する少子高齢化や世帯人員の減少、単身化の進行、
孤立死や認知症の人の増加等を背景に、地域における福祉
課題は複雑多様化、深刻化しており、既存のサービスだけ
では対応できない「制度の狭間」で支援を必要としている
人たちが増えています。
　このような課題に対し、必要な支援を包括的に確保し、
地域共生社会の実現を目指す総合的な支援策の展開が求
められています。
　本会では、令和３年度から開始となった第６期地域福祉
活動計画において「つながりで“元気”“安心”なまちの
実現」を目標に掲げ、高齢者や子ども、障がい者をはじめ、
すべての人の人権と尊厳が守られ、互いに理解し共に支え
合いながら、住み慣れた地域で安心して暮らし続けること
ができる福祉のまちの実現に向けて、地域福祉の実践を
積極的に行ないました。
　また、７月には九州北部豪雨、１月には能登半島地震が
発生し、被災地へ職員を派遣し、被災者や被災地の復旧・
復興を支援しました。いつ発生するか予測が難しい災害に
備え、福岡市と協働し、災害支援団体等との連携体制づく
り、災害ボランティアセンター（以下、「災害ＶＣ」）設置
候補地の確保、災害ＶＣ設置・運営訓練、啓発活動やボラ
ンティアの養成などにも積極的に取り組みました。
　令和５年度の主な実施事業は、以下のとおりです。（重点
事業を中心に掲載しています。）

令和５年度　事業報告及び決算

決　　算収入の部2,050,741 千円 支出の部 2,031,534 千円 

受託金収入
282,124   13.7%

その他の収入
5,814   0.2%

受取利息配当金収入
6,170   0.3%

事業収入
192,218　9.3%

基金積立資産取崩収入
418,543　20.4%

その他の活動による
収入　179,671　8.7%

退職共済事業収入
50,191　2.4%

介護保険収入
15,952　0.8%

積立資産取崩収入
7,968   0.4%

負担金収入・貸付事業収入
8,105　0.4%

会費・寄附金収入
117,143　6.0%

●令和５年度事業報告書・収支決算書は、本会ホームページ・総務課窓口で閲覧できます。

人件費支出
836,990
41.3％

経常経費補助金収入
（市補助金収入含む）
766,842 
37.4%

事業費支出
282,893 　13.9％

その他の活動による支出
179,739   8.8%

助成金支出
74,171　3.7%

共同募金配分事業費
67,155　3.3%

基金積立資産支出
479,622　23.7%

退職共済事業支出
62,402　3.1%

積立資産支出　18,995　0.9%
事務費支出　19,877　0.9%

負担金支出
5,584　0.2%

（単位：千円）

固定資産取得支出
2,484　0.1%
分担金支出、
支払利息、
ファイナンス・
リース債務の
返済支出
1,622　0.1%

【お問合せ】

福祉図書・情報室 ☎731-2946

シェアダイニング

「食を通じたつながりづくり」で
孤独・孤立を防ごう！

食とテクノロジーで創る
ワンダフル・エイジングの世界

（日下 菜穂子　著／クリエイツかもがわ）

　孤食や高齢者の社会
的孤立が深刻な問題と
なっている現在、「お
いしく食べること」を
通して他者とつながり
を持つことを目的とし
たシェアダイニングの
取り組みが注目されて
います。
　誰もが自由に料理を
楽しみ感動を共有でき
る場所、シェアダイニ

ング。本書では実践例を紹介しながら、シェ
アダイニングの具体的な作り方や効果、今後
の可能性について考えていきます。
　貸出をご希望の方は、ぜひ福祉図書・情報
室までお越しください。

　福岡市で大規模災害が発生した際には、福岡市との協定により、福岡市社協は災害ボラン
ティアセンター（以下「災害 VC」という）の運営を行なうこととなります。いざという時に
円滑に支援が行なえるよう、災害 VC 設置・運営に関する 2 つの協定を新たに締結しました。
　今後もいつ発生するか分からない災害に備え、地域、企業、学校等の多様な主体と平常時
から顔の見える関係を構築し、連携体制の強化を図っていきます。

　令和6年3月25日に、学校法人福岡
工業大学・福岡市との3者協定を締結
しました。災害VCは、多くのボラン
ティアの活動拠点となるため、広さを
有する場所での迅速な設置が求められ、
また各区の拠点として設置することが
望まれます。
　今回の協定により、早良区、南区に
加え、東区の拠点として福岡工業大学
の敷地内に災害VCを設置できるよう
になりました。

　令和6年4月15日に、ライオンズ
クラブ国際協会337-A地区と協定を
締結し、調印式を行ないました。
　ライオンズクラブからは災害VCに
対し、災害時に効率的・効果的に災害
ボランティア活動を行なえるよう必要
な設備や資機材等の物的支援や人的
支援を提供いただきます。
　また、平常時からのつながりを重視
し、毎年連絡会議を実施し、連携を
深めてまいります。

福岡市災害VC
設置に関する協定 災害VC運営支援に関する協定

　東区三苫にある「社会福祉法人天真会」では、周辺地域
の高齢化が進んでいく中、｢食｣を通じた交流で地域に恩返し
をしたいと考えていました。
　法人、地域の思いが合致して令和5年10月から施設内の
地域交流センターで、地域の協力のもと十数名の独居等高
齢者が、月１回会食する「天真会パプリカ」が開催され、
交流が進められています。
　福岡市と福岡市社協では、少子高齢化やコロナ禍で孤
独・孤立の問題が注目される中、その防止・解消策として
日常生活に欠かせず、楽しみや自然な交流が期待できる
｢食｣に着目した｢食を通じた居場所づくり・多世代交流
モデル事業｣を進めています。

災害ボランティアセンター協定締結

１　住民主体の小地域福祉活動の推進

３　社会課題解決モデルの開発と拡充

４　権利擁護事業の拡充

５　居住支援の推進と空家・空室の活用

６　地域福祉を推進するための基盤づくり

７　地域福祉ソーシャルワーカー（ＣＳＷ）の機能強化

２　ボランティアによる社会参加の拡大

P2 P3


